
政党会派名 議員名
消費税増
税反対の

請願
一般質問

総合文化
施設建設
予算 ※

○印 採択 反対

岡崎ひろし ○ 1 ○

高須賀とし子 ○ 1 ○
無会派 太田 嘉一 ○ 1 ○

伊藤 初美 ○ ●
岩本 和強 ○ 1 ●
川﨑 利生 ○ ●
佐々木文義 ● ●
真木増次郎 ● 1 ●
高塚 広義 ● ●
藤原 雅彦 ● ●
伊藤 優子 ● ●
大石 豪 ● 1 ●
大條 雅久 ● ●
篠原 茂 ● ●
仙波 憲一 ● 1 ●
藤田 幸正 議長 議長 議長
三浦 康司 ● 1 ●
伊藤 謙司 ● 1 ○
加藤喜三男 ● ○
近藤 司 ● ○
白籏 愛一 ● ○
高橋 一郎 ● ○
永易 英寿 ● ○
藤田 豊治 ● ○
水田 史朗 ● 1 ○
山本健十郎 ● 1 ○

※2012年8月臨時議会

公明党

市民の会

日本共産党

いずみ会

自民クラブ

７
月
臨
時
市
議
会
は
、
駅
周
辺

の
「
総
合
文
化
施
設
」
建
設
に
か

ら
む
「
住
民
投
票
」
条
例
案
を
審

議
、
採
決
の
結
果
、
否
決
し
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
「
住
民
投
票
」
実

施
を
も
と
め
る
制
度
は
、
建
設
省

が
す
す
め
る
吉
野
川
可
動
堰
計
画

に
た
い
し
、
徳
島
市
民
は
住
民
投

票
で
反
対
の
意
思
を
表
明
し
、
国

が
す
す
め
る
大
型
公
共
事
業
の

あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
あ
た

え
ま
し
た
。

９
月
市
議
会
で
、
日
本
共
産
党

は
、
国
と
市
の
「
住
民
投
票
」
制

度
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
提
案

を
行
い
ま
し
た
。

①

現
状
の
国
の
制
度
の
大
き

な
問
題
点
は
、
住
民
投
票
条
例
が

制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
、
投
票
が
実

施
で
き
な
い
こ
と
。

こ
れ
で
は
、
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
問
題
に
つ
い
て
、
住
民
が
意

思
を
表
明
す
る
機
会
を
、
安
定
的

に
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

そ
の
改
善
の
た
め
、
日
本
共

産
党
は
、
２
０
０
０
年
１１
月
に

「
住
民
投
票
法
案
大
綱
」
を
発

表
。こ

の
法
案
大
綱
で
は
、
人
口

５０

万
人
以
下
の
都
市
で
は
百

分
の
二
〇
以
上
の
署
名
（
現
行

法
は
、
有
権
者
の
五
〇
分
の
一

以
上
）
が
集
ま
れ
ば
住
民
投
票

が
実
施
さ
れ
る
と
し
て
お
り
、

議
会
の
同
意
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

②
同
時
に
、
市
に
た
い
し
四
国

中
央
市
な
ど
が
実
施
し
て
い
る

「
住
民
投
票
」
条
例
の
「
常
設
」

を
提
案
し
ま
し
た
。

民
主
と
自
民
・
公
明
が
密
室

談
合
で
強
行
し
た
消
費
税
大
増

税
。
国
会
の
中
は
、
多
数
で
押

し
通
す
こ
と
が
で
き
て
も
、
国

民
に
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

増
税
実
施
は
、
２
０
１
４
年

以
降
で
あ
り
、
た
た
か
い
は
こ

れ
か
ら
で
す
。
「
増
税
ス
ト
ッ

プ
」
の
国
民
的
な
世
論
と
運
動

を
さ
ら
に
広
げ
、
増
税
実
施
を

中
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日
本
共
産
党
は
、
９
月
市
議

会
で
、
消
費
税
増
税
反
対
の
立

場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

「
公
共
事
業
増
額

消
費
増

税
の
地
金
が
で
た
」
（
「
東
京
」

８
月
２
日
付
）
。
３
党
の
密
室
談

合
の
結
果
、
消
費
税
増
税
で
大

型
公
共
事
業
の
バ
ラ
マ
キ
が
可

能
に
。
民
主
党
は
、
凍
結
し
て

い
た
整
備
新
幹
線
や
東
京
外
環

道
を
復
活
し
、
自
民
党
は
「
国

土
強
じ
ん
化
」
と
し
て
、
１０
年

で
２
０
０
兆
円
、
公
明
党
は
「
防

災
・
減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」

と
し
て
１０
年
間
で
１
０
０
兆
円

投
入
す
る
と
い
い
ま
す
。
社
会

保
障
や
財
政
再
建
は
「
口
実
」

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

消
費
税
増
税
に
か
わ
る
財
源

は
あ
る
の
？
日
本
共
産
党
は
、

①
「
能
力
に
応
じ
た
負
担
の
原

則
」
に
た
っ
て
税
・
財
政
を
改

革
す
る
、
②
国
民
の
ふ
と
こ
ろ

を
あ
た
た
め
て
経
済
を
立
て
直

す
、
と
い
う
２
つ
の
柱
の
改
革

を
同
時
に
す
す
め
、
社
会
保
障
の

充
実
と
財
政
危
機
打
開
の
道
を

ひ
ら
く
こ
と
を
「
提
言
」
し
て
い

ま
す
（
「
提
言
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
日
本
共
産
党
事
務
所
で
お
渡

し
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）。

くらしも日本も破壊する

年収 300 万円 500 万円 800 万円

負担増額 25.0 万円 32.9 万円 43.1 万円

※ 40 歳以上片働き 4 人世帯（大和総研試算）

消費税 10%と社会保障改悪などによる負担
増は、年収 300 万円世帯で 25 万円。こんな大
負担をかぶせたら、日本経済をドン底に突き落
とすことは、火を見るより明らかです。

消費税と社会保障改悪などによる負担増



今
年
の
４
月
、
介
護
保
険
の
訪

問
介
護
の
生
活
援
助
（
調
理
・
掃

除
な
ど
）
の
基
準
時
間
が
削
減
さ

れ
、
全
国
の
高
齢
者
か
ら
怒
り
と

嘆
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
９
月
市
議
会

で
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
時
間

削
減
の
見
直
し
を
提
案
し
ま
し

た
。左

の
図
は
、
政
府
が
日
本
共
産

党
の
求
め
に
応
え
て
、
介
護
報
酬

改
定
を
境
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し

た
の
か
を
大
手
事
業
所
を
例
に

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

従
来
、
９０
分
程
度
の
援
助
を

う
け
て
い
た
高
齢
者
の
う
ち

▽
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
会
話
が
で
き

な
く
な
っ
た

▽
お
か
ず
を
減
ら
し
た

▽
ヘ
ル
パ
ー
と
買
い
物
が
で
き
な

く
な
っ
た

「
６０
～
７０
分
」
程
度
の
区
分
に
切

り
下
げ
ら
れ
た
人
が
、
９
割
に
も

な
り
ま
す
。
ま
た
、
従
来
、
６０
分

に
区
分
さ
れ
て
い
た
人
の
う
ち
、

２０
～
４５
分
に
減
ら
さ
れ
た
人
が
、

１
８
・
５
％
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
生
活
援
助
の

時
間
短
縮
の
中
止
・
撤
回
な
ど
と

と
も
に
、
次
の
こ
と
も
要
求
し
ま

し
た
。

●
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
介
護
職
員
の
待

遇
改
善
は
、
今
ま
で
の
よ
う
に
国

庫
負
担
に
す
る
よ
う
国
に
要
求
す

る
こ
と
。

●
寝
た
き
り
介
護
者
慰
労
金
、
保

険
料
減
免
な
ど
を
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
出
し
で
行
う
こ
と
。

「
こ
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」

関
連
法
案
は
、
民
主
・
自
民
・
公

明
３
党
に
よ
り
修
正
さ
れ
、
衆
参

両
院
で
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

「
新
シ
ス
テ
ム
」
で
批
判
が
集

中
し
た
の
は
、
児
童
福
祉
法
が
定

め
る
「
保
育
実
施
義
務
」
を
な
く

し
、
国
や
市
町
村
の
責
任
を
大
幅

に
後
退
さ
せ
る
こ
と
で
し
た
。

認
可
保
育
所
だ
け
義
務
化

保
育
の
実
施
義
務
を
定
め
た
児

童
福
祉
法
２４

条
の
修
正
案
は
、

「
市
町
村
は
（
保
育
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
を
）・
・
・
保
育
所
に
お

い
て
保
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
実
施
義
務
を
残
す
よ
う
に

う
け
と
れ
る
言
葉
に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、「
市
町
村
の
実
施
義
務

を
な
く
す
な
」
と
い
う
保
育
関
係

者
の
強
い
声
を
う
け
て
修
正
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
市
町
村
の
実
施
義
務

に
は
新
し
く
設
け
ら
れ
た
２４
条

２
項
に
よ
っ
て
大
き
な
穴
が
あ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
は
保
育
所
で
保
育
す
る

以
外
に
、
認
定
こ
ど
も
園
や
保
育

マ
マ
、
小
規
模
保
育
な
ど
に
よ
っ

て
「
保
育
を
確
保
す
る
た
め
の
措

置
」
を
行
え
ば
よ
い
と
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。

「
保
育
を
確
保
す
る
た
め
の

措
置
」
と
い
う
の
は
、
「
新
シ
ス

テ
ム
」
の
政
府
案
と
同
じ
で
、
市

町
村
は
整
備
計
画
を
立
て
る
な

ど
を
す
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
。

市
町
村
が
実
施
に
責
任
を
も
つ

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
市
町
村
の
保
育

実
施
義
務
は
保
育
所
保
育
の
み

に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。

国
会
で
は
、
市
町
村
の
責
任
に

よ
る
認
可
保
育
所
で
の
保
育
が

基
本
で
あ
る
と
の
答
弁
を
ひ
き

だ
し
ま
し
た
。
今
後
も
こ
れ
を
法

解
釈
の
基
本
と
し
て
、
公
的
責
任

の
後
退
を
さ
せ
な
い
国
民
の
ね

ば
り
づ
よ
い
運
動
が
必
要
で
す
。

※「しんぶん赤旗」2012 年 10

月 2 日付を参考に作成した

ある大手事業者（東京）

の生活援助利用者

2853 人

介護報酬改定前

60 分程度

（利用料 229 円/回）

90 分程度

（利用料 291 円/回）

1540 人（54％）

885 人（31％）

※利用料は地域によって割増される。

※「4 月は利用なし」が 15％。

改定後（4月）

20～45 分程度

（利用料 190 円/回）

60～70 分程度

（利用料 235 円/回）

45 分程度×2 回

（利用料 190 円×2 回

＝380 円）

285 人（10％）

2054 人（72％）

86 人（3％）

「しんぶん赤旗」2012 年 10

月 3 日付記事をもとに作成。

▽
調
理
が
で
き
な
く
な
り
コ
ン

ビ
ニ
弁
当
に
代
え
た

▽
洗
濯
物
を
干
せ
ず
利
用
者
が

干
し
て
転
ん
だ

▽
利
用
者
と
会
話
で
き
ず
状
態

の
変
化
を
把
握
で
き
な
い
―

な
ど
、
生
存
権
の
侵
害
と
も
い
え

る
事
態
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
は
、
短
縮
さ
れ
た
時

間
の
中
で
仕
事
が
終
わ
ら
ず
、
サ

ー
ビ
ス
残
業
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

修
正
に
よ
っ
て
現
行
の
「
認
定

子
ど
も
園
」
を
拡
大
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園
は
、
も
と
も
と

利
用
者
と
施
設
の
直
接
契
約
で
、

保
育
料
の
上
乗
せ
徴
収
も
自
由
に

で
き
ま
す
。

「
新
シ
ス
テ
ム
」
の
先
取
り
と

い
え
る
仕
組
み
で
す
。

四
つ
の
類
型
の
あ
る
認
定
こ
ど

も
園
の
う
ち
、
幼
保
連
携
型
の
み

を
認
可
制
の
施
設
と
し
、
株
式
会

社
の
参
入
は
認
め
な
い
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
れ
以
外
の
子
ど
も
園

は
、
株
式
会
社
の
参
入
も
認
め
ら

れ
、
市
町
村
長
の
「
確
認
」
を
う

け
る
こ
と
に
よ
り
、
公
費
投
入
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
県
内
の
認
定

こ
ど
も
園
数
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

市
理
事
者
答
弁

現
在
、
愛
媛
県
内
に
認
定
こ
ど

も
園
は
１６
施
設
で
す
。
新
居
浜
市

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。


